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令和８年度 第１回総合教育会議 

 

日 時：令和８年５月２８日（木）１５：３５～ 

場 所：南城市役所 ２階 ２１５会議室 

参加者：南城市長  大城 憲幸 

教 育 長  具志堅 兼栄 

教育委員  糸数 洋 伊集 盛助 桃原 ひかる 嶺井 秀夫 

市長部局  総務部長 與那嶺 幹 秘書防災課長 金城 和哉 

      秘書防災課係長 島袋 旭史  

教育委員会 教育部長 狩俣 尚輝   教育部参事 新垣 典彦  

教育総務課長 森田 幸也 教育指導課長 城間 盛春 

生涯学習課長 島袋 学  教育施設課長 屋比久 久司 

文化課長 山里 昌次   指導主事 比嘉 正覚   

指導主事 謝敷 恭成   教育総務課係長 新里 優華 

 

傍聴人：１人 

 

 

議事の進行について 

南城市総合教育会議規則第４条第１項により、「市長がその会議の議長となる。」

と規定されておりますので、会議の進行は市長が行います。 

 

議長（市長） 

ただいまから令和８年度第１回南城市総合教育会議を開会いたします。 

本日の日程はお手元に配布しております次第のとおり進めたいと思いますがご

異議はございませんか。 

（異議なしの声あり） 

異議なしと認めます。よって、次第のとおり進めさせていただきます。 

議題「教職員の働き方改革」について教育委員会から説明を求めます。 

 

教育長） 

本日は総合教育会議開催ありがとうございます。 

では、私の方から説明します。 

今、南城市立学校の教職員に関する働き方改革につきましては、今回、業務量

管理・健康確保実施計画を策定いたしました。その概要についてはお手元に会議

資料１ということで資料をお配りしていますが、それと併せまして、別紙会議資

料も含めて私の方から簡単に説明をさせていただきます。 

まず、この業務量管理・健康確保実施計画が策定された背景からご説明いたし

ます。 

教職員が子どもたちと向き合う時間を十分に確保し、心身ともに健康で意欲を

持って教育活動に取り組める環境を整えることは本市の教育水準を維持、向上さ

せるために極めて重要なものと考えています。 

本計画は、国のガイドライン及び公立義務教育小学校等の教職員の給与等に関

する特別措置法の趣旨に基づき、教職員の適正な業務量管理と健康確保を目的と
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して策定しました。計画の期間は令和８年度から令和１１年度までの４年間です。 

教職員の現状と課題等について説明をさせていただきますが、まず、長時間労

働の現状から説明します。 

本市の教職員における月４５時間を超える時間外在校等時間の発生率は依然と

して高く、特に授業準備、部活動の指導、校務文書による業務負担が集中してい

る状況です。 

健康状態への懸念としましては、長時間労働に伴うストレスによりメンタルヘ

ルス不調を訴える職員が一定数存在しています。 

課題としましては、業務の聖域化を排除し、組織全体で業務の精選、役割分担、

効率化を図るマネジメントへの転換が今求められているところです。 

この計画の基本的な考え方としまして少しお話をしますが、先ほど話をしまし

た課題を解消し、教職員の適正な業務量管理と健康確保を図るために、教職員が

働きやすさ、働きがい、心身の健康を十分に実感できる環境整備を促進するため

に次のことを行います。 

１つ目に業務の適正化です。 

学校の業務を教職員が担うべき業務、事務職員や外部人材が担うべき業務、廃

止または縮小すべき業務の三分類に区分して根本的な改善を行う予定です。 

２つ目に在校等時間の客観的把握として全職員の勤務時間を客観的データとし

て正確に把握して、個人の業務量を可視化するとともに教職員が担う業務の適正

化を図ります。 

３つ目に健康の確保の義務化として教職員の健康及び福祉を確保するため労働

時間に応じた産業医の面接指導を確実に実施し健康保持を図ります。 

具体的な施策としましては諸々あるんですが、まずは 1つ、業務の精選と効率

化の部分では、現在、学校においては学校行事の見直し等を行っています。形式

的な行事の精選、準備、運営の簡素化を促進している状況です。さらに授業や業

務においては IC化の活動を促進しています。校務支援システムの一層の活用によ

り会議事務作業の準備時間を短縮します。 

外部人材の活用としましてはスクールサポートスタッフ等の配置拡充と部活動

指導の外部委託の拡大を図っているところです。 

計画の中で業務量の管理にウェイトが置かれていますが、そこの部分を計画に

基づいてお話をさせていただきます。 

まず、勤務時間管理の徹底として、原則として全職員の時間外在校等時間を月

４５時間以内、年３６０時間以内となるよう目標設定し、令和８年度末までに時

間外在校等時間が月８０時間を超える教職員をゼロにする予定です。併せて時間

外在校等時間が月４５時間、年３６０時間を超える教職員の年平均割合を令和６

年度の実績の５０％以下にすることで計画をしています。 

最終年度の令和１１年度末までに１年間における、１ヶ月時間外在校等時間の

平均時間を３０時間程度にすることを目指しているところです。 

健康確保措置につきましては、先ほども少しお話をしましたが、産業医との連

携体制を強化しまして月の超過勤務が一定時間を超えた職員に対し、本人への通

知とともに、産業医による面接指導を義務化するとともに原因を把握改善するた

めに相談体制を強化する予定です。 

この計画を進める推進体制としましては校長のマネジメント強化をする予定で

す。校長を働き方改革の最高責任者として学校単位での改善計画、運用を評価す
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る仕組みを作ります。 

教育委員会の学校への支援ですが、現場の要望を吸い上げて定期的な課題整理

を行い、PDCAサイクルに基づいて毎年度末に実施状況の点検評価を行い次年度の

計画へと反映させる予定です。 

総合計画の中で今回議題として上がっています働き方改革につきましては、本

日の総合教育会議での意見交換を行って、連携することによって課題を解消する

ことで十分な話し合いをしていきたいということを考えています。 

本計画の遂行により、教職員一人一人がワークライフバランスを保ち、健康で

生き生きと働くことができる学校現場を教育委員会としては目指しています。 

市長におかれましては、本計画の趣旨をご理解いただき、今後の促進に向けた

ご意見、ご提言、ご支援を賜りますようお願いを申し上げます。 

簡単に概要を申し上げましたが、市長の方にも先にこの資料等は配付されてい

たと思いますので、その資料の中で確認したいことがございましたら担当課長に

説明をさせたいと思いますのでよろしくお願いします。 

簡単ではありますが、本日の働き方改革についての現状と課題等について説明

をさせていただきました。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

会議資料１の１ページ目の確認ですけれども、（２）の本市の現状で年平均小

学校で３０.７時間、中学校で月３３.８時間というのがありますが、そして２の

（３）の最後の将来目標が令和１１年度末には３０時間程度とするとなってます

けれどもこれからするとほぼ将来目標に近づいてる数字という理解でいいんです

か。 

 

教育長） 

月３０時間程度とするためにはすごくハードルが高い状況です。今後、教育委

員会、また市と連携をして学校現場の声を聞きながら教職員が働きやすい環境を

作ることによって令和１１年度に示している時間外在校時間を３０時間程度にす

ることは可能かなと思っています。しかしながら結構ハードルが高い部分ではあ

ると思っています。 

市長から話があった本市の現状の中で月４５時間を超える割合というのが小学

校で２３.７％、中学校で２４.５％です。月４５時間を超えてますのでこれを３

０時間にするためには１５時間削らなければいけないという現状があります。そ

こを考えると結構現場からするとハードルが高い。今の状況ではハードルが高い

部分があります。 

月８０時間については小学校１.６％、中学校１.７％です。月８０時間につい

ては令和６年度学校現場にもお願いをしていまして、４月の時期だと結構厳しい

こともありますが、それ以降については８０時間を超える職員をなくすことは可

能かなと思っています。 

 

議長（市長） 

よく聞くのが「実態と合ってるいるのか」という話です。いわゆる行政から

「何時間以内にしなさい」と目標を定めてやるわけですけれども、それが現場では
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「上から圧があるから報告はするな」みたいな話があるとよく巷で聞いたりするん

ですけれども、その辺は皆さんでは把握しきれないですか。校長の裁量によるもの

ですか。 

 

教育長） 

そうですね。今の話ですと、島尻の市町村では在校時間が夜８時までというこ

とで踏襲をしています。土日につきましては、「管理職、校長または教頭の許可

を持って従事すること」ということにしてますが、それが十分に守られてるかと

いうと守られてないという状況もあります。 

しかしながら、その方針を示してますので、大部分の先生方は８時までには帰

宅をします。土日についても、よっぽどの用事がない限り学校には来ないという

状況なんですが、ただ、将来において１１年度末までに在校時間３０時間にする

というときに今懸念されている部分。これは全国、県内も含めてなんですが、業

務の持ち帰りをしていないかというのが課題として今挙がってますが、その件に

ついては全国の教育委員会においても十分な把握はしていません。うちについて

も、十分な把握ができていない状況でした。校長に確認をしても、持ち帰りはあ

るかもしれませんが一人ひとりの持ち帰りの時間量等については把握をしてない

という状況でした。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

あと１点。１４ページになります。南城市教育委員会の主な業務改善の実施状

況というのが１８項目あります。 

この中でも少し冒頭の教育長からの説明で幾つか触れられてましたけれども、

この中で少し、これが遅れてるんだよなとか、スタートしてるけれども、この辺

が課題なんだよなというのは、特に何か気になるところがありますか。 

 

教育長） 

１４ページのこれまでの業務改善の実施ですが、この件については、ほぼ順調

に進んではいますが、６ページのスクールサポートのスタッフの活用。 

これは平成３１年から全小中学校に導入してますが、この分については午前中

であったり、あとは 1人であったり、南小学校ほどの大きな規模になると２人な

んですが、そこの中で、学校現場としてはもう少しスタッフを増やして欲しいと

いう声もございます。 

あとは不登校支援の配置も各学校にしていますが、我々もいろんな形で募集を

やってはいるんですが、マンパワー不足ですべての定数を配置することができな

いというのも現状であります。これは年々解消させてるんですがまだそういう現

状ではあるということです。 

あと学校の開庁時刻が令和７年４月から学校の裁量に基づいて、８時とか８時

１５分とか時間帯を学校で決めてもらってるんですが、その中で早く来る子ども

たち、その子どもたちの見守りをする体制を今後どうするのか。ボランティアで

対応すると厳しいよね、それを公費で対応できるかとかですね、色々な課題はま

だまだ残ってます。 

ただ、物理的な部分については、今までの取り組みの中で対応してきてますの
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で、あとは人的な確保を現場の要望する部分に応えきれるかというのはやっぱり

財源の問題もありますので、まだまだ課題はあると思ってます。 

 

議長（市長） 

はい。ありがとうございます。 

今財源の話もありましたけれどもやはり課題は様々あるんだろうなと思います

けれども、ぜひまたせっかくですので教育委員の皆様からもご意見いただければ

ありがたいなと思います。 

糸数委員お願いします。 

 

糸数委員） 

現状としましては教育長からお話のあったような状況だと思います。 

私が感じることは、これまでの取り組みで時間外在校時間が少しずつ改善され

てるように思います。 

資料３の２ページ目をご覧ください。それを見ても島尻とか沖縄県との比較に

おいても多少少なくなっているような感じがします。しかし、教師の働き方改革

の大きな目的の 1つには先生方のゆとりがあると思うんです。だけどそのゆとり

についてはまだ課題があるような感じがします。 

それは今回本市の調査から見ても明らかになってるような気がします。在校時

間は減っているものの、この資料から見て、個人のゆとりの時間が確保できてる

かというところでは肯定的な割合低くなっていまして６２％です。中学校におい

ても６０.６％になっています。 

要するに先生方は、仕事の量が変わらないままに早く帰りなさいとか、そうい

うふうに退勤だけを求めていくと、やっぱりこの終わらない仕事を家に持ち帰る

か、先ほど教育者からもありましたように休日に出勤してどこかで無理をしてい

る、無理をすることになるんじゃないかなと思います。 

ですので、この先生方のゆとりを作るためには教育長からお話のありましたと

おり先生方の業務を分類して、本当に先生方が担う仕事を見直していく必要があ

るかなと思います。 

また、それは先生方を単に楽にするということではなくて、子どもに向き合う

時間を作るためなんです。 

先ほど教育長から説明された業務管理健康確保措置実施計画がありますよね。

これにおいても「学校以外が担う業務」、または「教師以外が積極的に参画する

べき業務」、それから「教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務」というよう

に業務を３分類してます。 

このように分類して進めない限りはやっぱり先生方のゆとりというのは生まれ

ないような気がするんです。しかし、この分類して進めるにあたっては学校だけ

で進めるのは多分難しいと思うんですね。ここにもどういうことがあるというふ

うに挙げてありますけど、やっぱり市の取り組みとしてこの一体となった取り組

みが必要だと思います。 

これまでは特に「ハ」の「教師の業務だが負担軽減を促進する業務」を中心に、

例えば電子黒板とか、それから ICT機器の導入、さらには留守番電話の活用です

ね。それから出退勤の管理システムと、こういうふうに多くの支援を行ってきて

るんです。 
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その結果、学校現場も大分便利になってきたと思うんですよ。特に学校現場か

ら上がってる声としましては、支援スタッフの導入で先生方がすごく助かってい

ると。 

しかし、スクールサポートスタッフが今各学校に配置されておりますが半日勤

務なんです。できましたら終日勤務にして欲しいというような声も上がっていま

す。 

それから ICTも多くの先生方が授業の中で有効に活用してます。この学校訪問

を通しても活用状況がよくわかります。 

物的な支援、人的な支援と多くの支援を行っていますが、まだまだやっぱり十

分ではないと思いますので、さらにこれを充実して、先生方の負担を軽減してい

く必要はあると思います。 

今は「ハ」について特に話をしましたけど、やっぱり先生方の負担を軽減する

ためには「学校以外が担うべき業務」、それから「教師以外が積極的に参画すべ

き業務」、これらについてもこれからまた積極的に取り組んでいく必要があると

思います。 

その業務としては特に地域の見守りとか、それから学校にいろんな苦情があり

ます。過剰な苦情への対応、校舎の開錠・施錠、支援スタッフ等外部の力も必要

になってくると思いますが、これをどのように確保するかがこれからの大きな課

題となってくると思うんです。それを学校だけでやろうとすると難しい。また、

すべてをボランティアとするとまた難しい。学校外から支える仕組みがどうにか

つくれないかなというふうに感じます。例えば業務によっては無償ボランティア

もお願いしながら、有償ボランティアということも考えられないかなと。 

それから専門家をつける等もありますね。どうしても予算が必要なってくるん

ですよ。だからこの市と学校が一体となって取り組んでいく必要があるかなとい

うふうに思います。 

以上です。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

今指摘があった資料３の部分ですが、気になったんですけれども特に中学校平

均で南城市が６０.０％。島尻地区、沖縄県より約１７％くらい低いんですけれど

も、何か事情があるんですか。教育長、分析はこれからですか。 

 

教育長） 

個人のゆとりある時間の確保という部分であると思いますが、やはり中学校の

場合は部活動にかかる時間が結構ありまして、その時間外でまた通常の授業等、

いろんな業務をするということだと思います。 

そこの中で、個人としてやはりゆとりがないだろうというような部分はあるか

と思いますし、これは島尻と比べてどうかというよりは、その学校の中でどのよ

うな感じで事務分掌の分担とか、あとはチームワーク・連携がどう取れているか

というような部分もあると思いますので、一概に数パーセント低いからどうかと

いうのはまだ分析をしていません。 

ただ、ゆとりがないというのは、激務の中でいろんなことをやらなければいけ

ないというのがやっぱり課題としてあります。今学校にはスクールロイヤーも配 
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置をしていますので、保護者からの苦情等の対応で厳しい場合はスクールロイヤ

ーも活用しながらということでやってますので、その辺は軽減されてる部分があ

ります。ただ、心のゆとりの部分だと思いますので、そういうものも含めるとや

っぱりゆとりはまだまだないのかと思います。 

 

議長（市長） 

特に中学校の部分が極端に変わっていて気になるところですので分析もお願い

したいと思います。 

  続きまして伊集委員お願いします。 

 

伊集委員） 

今回のテーマは「教職員の働き方改革」ということで、とても重要な課題だと

考えております。 

私はかつて中学校の社会科の教員をやっていまして、もう大分前のことなので

忘れていることも多いんですけれども、自分の体験についてお話をしたいと思い

ます。 

教員は授業で勝負するというふうに言われています。先ほど糸数委員からも教

員に子どもたちに向き合える時間をいかに作るかということが大事だという話が

ありましたけれども、その向き合う時間の中でも、やっぱり授業ですね。どう準

備して、授業の中でどう子どもたちに分からせていくか、楽しく授業を作るかと

いうのがとても大事なことだと考えてます。 

教員をしてる頃、４時頃に帰りの会等が終わって、そのあと部活動が６時ぐら

いまであって、授業の要領も悪くて毎回プリントを作ってやっていた。それとか   

教材研究含めてですね。やっぱり２時間から３時間ぐらい費やすような状況があ

って、でも、子どもたちの授業づくりにとっては当たり前のことだということで

やっていましたけれども、先生方の現在のアンケートでやっぱり中学校の場合、

特に部活動の負担が大きいということで確かにこの部活動の時間で教材研究でき

たらもっと深められたのかなという感じもします。 

そういうことで、先生方のこの負担を減らして、そしてこの授業づくりに向き

合う時間、そういうものを確保してあげるというのはとても大事なことだと思い

ます。 

今、小学校中学校の学校訪問が多くなっていますけれども、教室に行くと大き

い電子黒板があって、もう自分らの時代と全く違うなと。 

それをしっかりと活用して子どもたちもいろいろな視覚・資料等を見てとても

わかりやすくなっているなということを感じてます。各学級に 1台ずつ備え付け

られてとても素晴らしいことだと思っています。 

それから部活動に関してですが、今、部活動外部指導者といって、例えば役所

の職員で業務が終わってから部活動の指導に行くとか、それから一般の企業の方

とか退職した人とかそういう方々が３３名いらして、手当は一応あるようですけ

れども、本当にボランティア精神のある方だなと思って感謝しております。 

まだまだやっぱりそれでも不足だと思いますので、そういう方々をぜひ見つけ

て部活動指導に当たってもらえるようにしたら先生方もとても助かると思います。 

繰り返しになりますけれども、本当に先生方に時間のゆとりを持ってもらって

教材研究ができるような環境を少しでもを与えて欲しいなと思います。 
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最後に学校の環境整備。学校訪問で回ってますけど、雑草が伸びていて、自分

もこの地域の人間としてちょっと暇なときに草刈に行かないといけないなと思っ

たりもしますけれども。 

以前は土日に管理職が出てやったりもしましたけど、やっぱり今は普通にそう

いう時代でもないので、1つの案として、シルバー人材を活用して、学校の環境

整備、校庭の雑草の草刈等、それから、通学路にしても結構草が伸びているのが

目立ったりしますので、その辺の整備もぜひお願いできたらなと思います。 

以上です。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

今、中学校の部活動の外部指導者３３名に頑張っていただいているということ

ですけれども、国も民間なり地域に部活動の指導を移行しなさいという話があり

ますが、南城市ではその辺はまだこれからだということなんですけど、例えば都

会の方ではいろんな民間のクラブがあるとか、この辺ではないとかやっぱりそう

いう事情もいろいろあるんですか。 

現状がわかればお願いします。 

 

教育長） 

部活動の現状として、地域展開、地域移行ができないのが大きな課題として受

けとらざるをえないと思います。 

都会の方ではこういう民間による受け皿がたくさんあります。お金もかかるん

ですが移行しやすい環境になる。田舎に行けば行くほど受け皿がないというのが

あって、これは沖縄もそうなんですが、例えば東北・四国とかも含めて、受け皿

がないところについては地域移行、地域展開に苦労しているところです。 

その中に伊集委員からあったように、我々も知恵を出しまして令和７年から部

活動の外部指導者ということで、従来までいた外部コーチを指導者として置き換

えて校長の管理下に置いて対応してもらっています。 

それをしたことによって、試合への引率もできるようになりましたし、どんど

ん改善をしているんですが、国が目指しているのは、地域展開、地域移行ですの

で、これを土日休日から平日も含めての移行、展開になると、やはり、今一番大

きな課題としては受け皿がないというのとその人材を確保できないというのが大

きな課題です。 

先ほど中学校の部分でも部活動が大きいという話をしたんですが、島尻地区や

県と比べても若干肯定的な意見が高いので、そこら辺が今までやってきた業務改

善に繋がるものかっていうのも含めて担当の方には検証させたいと思います。 

 

議長（市長） 

はい。ありがとうございます。 

続いて桃原委員お願いいたします。 

 

桃原委員） 

私は今地域で学習塾を営んでおりまして、子どもたちと日々関わる中で先生方

の大変さを身に染みて感じています。 
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児童、そして家庭の多様性が広がる中でよく言われることですが、地域格差、

そして教育観の違い、価値観の違いがますます大きくなってきているなと感じま

す。これまでの「普通」という前提が通用しなくなってきたなと痛感しています。   

だからこそ、今改めて先生の役割って何だろう、先生の専門性とは何かってい

う議論を地域全体で問い直して、また確認し合う必要があると考えています。 

先生という役割を教えることだけととらえるのか、それとも先生という役割は、

子どもの心の動きを見守り、安心して学べる環境を整える、そして子どもたちの

可能性を引き出すプロフェッショナルであるというふうに理解するならば、その

共通理解が地域に浸透して初めてこの働き方改革というのが進んでいくと感じて

います。何を減らし、何を残し、そしてその時間を何に使うのかというゴールが

見えてくるのかなと感じています。 

そして、その問いは同時に家庭の役割とは何か、地域の役割とは、そして行政

の役割とは、というものに繋がっていくと考えています。 

よくこうした働き方改革の中で起こりやすい、今のお話にもありましたが、要

は先生方の仕事を減らすという視点で見てしまうと先生方の負担軽減策として見

てしまうと副作用が起こるなと感じています。 

つまり、これまで学校で担ってきたことを誰がやる、何を、そしてなぜ担うの

かという中身が抜けてしまって役割分担のはずが責任転嫁になる。見る人がいな

い、関わる人がいない、ということが現実起こっているかなと感じています。 

ですから、これは「教育」ということが学校の中だけで起こることではなく、

やはり地域全体の営みの中で育まれていくべきものだなと考えていますので、そ

の地域の中に学校、家庭、そして行政の３つの柱がしっかり立った上でそれを協

働するにはどうしていくかという議論がなされていくべきではないかなと感じて

います。 

 

議長（市長） 

はい。ありがとうございます。 

嶺井委員お願いいたします。 

 

嶺井委員） 

最後になりますので、各委員と重複するところがあると思いますがそこは大事

な点として受けとめていただければと思います。 

学校教育の課題は、学力の向上、それから生徒指導、不登校の問題、そして今

の働き方の改革等大きなものがあります。どれもきちっと対応して子どもたちの

ために取り組みを進めないといけない内容だと思っています。 

今、学校が本当に欲しいのは何かというと人手ではないかなと思っています。

以前に「地域人材を学校教育の中でどんどん活用してください」ということで、

学校の中に地域連携担当の教諭を置きましょうということで教育事務所から学校

の方に指導・助言があった時期がありました。 

ところがその頃はなかなか地域人材を学校で活用するということが進まなかっ

たんですね。 

今は地域のコーディネーターの方がいて一生懸命学校との連携を作ってもらっ

て、学校の先生方すごく感謝してるんじゃないでしょうか。たくさんの地域人材

の活用が進んでいます。 
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一方、今課題もあります。それを学校の先生がどうぞ頑張ってくださいと言っ

て学校の中で対応を進めようとするとやっぱり今持っている仕事にプラスアルフ

ァーが来るのでなかなか進められない。それが以前の体制ではなかったかなと思

うんですが、外にその解決者がいてアプローチをしてくれる。今の地域コーディ

ネーターのような関わりがあると課題解決に向けて動くのかなと思っています。 

今たくさんの業務を抱えてる現状が学校の中にあるので、「いろんな課題を解

決しましょう」って言ったときにやっぱり足りないのは人手だと考えています。 

今度は 1人に 1タブレット、それが進んでいきます。今現在 ICT 支援員は久高

小中を１つと見ると１３校中３名です。 

全校生徒 1人 1台ずつ持ってる現状の中で、それで３名を順繰り順繰りまわし

てる状況で本当に円滑な ICTを活用した授業が進められるのかといえばやはり厳

しいですよね。タブレットが壊れることもあります。先生は授業をストップして

新しいのを取りに行きますかと。そこに支援員がいたりするとすごく助かります

し、ICTの学校の環境を常に点検をして整備をしてくれる存在がそこに毎日いる

というだけでもすごく安心があります。 

これから 1人 1タブレット配布されて、次年度は全国学テもこれでやりますよ

と話になっているのに子どもたち、先生方のリテラシーが上がらない状態でいい

んでしょうか。 

先生方がもっと研修をして頑張ってくださいとなると、やはり、普段の授業も

しっかりと質的な向上を求めないといけない。その中でさらにまた ICTもとなる

と負担は大きいのかなと思って、もし可能であればこの ICT支援員の拡充配置を

していただけたらなと思っています。 

学校現場の状況を考えたときに教頭先生の業務って本当にすごい量を持ってい

るんだろうなと思っています。先生方に振ることができない業務を大体教頭先生

が処理をします。だからどんどん仕事が増える。 

そういう中で、例えば学校のホームページの更新だとか、学校の情報管理だと

か、それからデータの入力だとか、そういうものを指揮しながら進めようとする

時には教頭先生の業務はどんどん増えている。ICT支援員がそこも担えるような

状況になっていると、さらにまた教頭先生の負担軽減にもなるし、1校に 1人の

ICT支援員の配置がこうあったらすごく助かるだろうなと思っています。 

今、たくさんの支援員が配置されています。でも、中にはこの支援員の勤務時

間がフルではない場合があります。例えば８時間の勤務を想定していても予算上

全校に配置ができないので、それで勤務時間を６時間にして、３名配置できると

ころを３名から２時間ずつもらえばあと６時間の勤務できる人を 1人配置できる

ので、これで学校に支援員の配置を進めていく。そうすると、６時間の勤務しか

ないので、子どもたちがいるときの支援はもしかしたらできるかもしれないけれ

ども、本当に効果的に支援員に活動してもらおうと思った時に先生方との連携と

いうのはすごく大事なんですよね。 

先生方との連携というのはいつやるか。1日の初め或いは 1日と終わり。とこ

ろが６時間授業があるときにその支援員は６時間います。どこで先生方とこの情

報交換をして明日に備えますかとなりますとやはり６時間勤務では厳しい。ここ

にまた予算がかかるんですけれどもフルの支援員の配置ができればと思っていま

す。 

さらに中学校だとどうしても実技教科は大体 1人の配置になります。抱えてる
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業務量が本当に多く辛い所があります。 

例えば期末試験をした時に、他の教科の先生方は自分が受け持ってるプラス分

のテストでいいかもしれないけれども、1校に 1人しかいない教科の先生は全校

生徒分のテストの採点をしないといけない。 

さらに自分が持っている教科の教室の管理だとかもしないといけない。こうい

う負担もあります。以前は理科支援員がいたので、実験の準備や後片付け、そし

て、教室経営とかそういうものを担ってもらったりしていたところがあって、実

技関係、実験実習を持っている先生方の支援というのも本当に必要なことじゃな

いかなと思います。 

それで、また人員配置には予算がかかるかもしれないですが、先生方の業務を

少しでも軽減する意味で支援員の拡充というのを考えられたらいいなと思ったり

します。 

それから最近気になるのが、どうしても先生方の勤務時間を拡大させないよう

にするために開庁閉庁時間を決めて進められていますよね。 

朝、子どもたちは 7時半頃には登校してきます。ところが、以前は８時開庁だ

ったものを今少し前倒しにして７時４５分にしているところがあります。 

地域にはボランティアの皆さんがしっかり交通安全で見守ってくれていますが、

学校敷地内に目をやるとそこにはやっぱり大人の目が少ない。そこにトラブルが

起こらないで欲しいなと思ったりするんですけれども、こういうところが安全見

守りできる人員の配置があるとまたすごく先生方安心して朝の準備ができるかな

と。 

学校訪問行ったときにすごく安心したところが先生方実は早く出勤しています。 

８時に開庁した時には担任の先生は教室にいるようにしてるんですね。子どもが

上がった時に先生がいる。この安心感は本当に何物にも代えがたいんじゃないか

な。 

先生方は教室で子どもを迎え、開庁までの時間の見回りもとなった時に、ここ

で人手不足かなと。あと、地域の方にボランティアをお願いするという方法もあ

ると思うんですが、ここはまたコミュニティスクールの中でしっかり検討しても

らって、学校応援団が増えたらいいなと思っています。 

あと地域との連携というのもすごく大事かなと思っていて、これまで学校は地

域に貢献してきたと思っています。その思いのひとつが部活動を地域展開しよう

とした時にその物事が進まないんですよね。でも、その部活動を支えてきたのが

学校教員だったわけです。それが地域展開しようとした時にその受け皿がない。   

だから、学校はこれまでやっぱり地域のために頑張ってきたんじゃないかなと思

います。今後、また地域からの応援、そういう思いが学校の方に届いていくと先

生方の学校でのやりがいというのも大きくなっていくんじゃないかと思います。 

そこで、できるかどうかも分からないですけど、ある離島では、公共工事の入

札に「地域貢献」というのが評価されるというのを聞きました。 

学校に企業から申し出があって、先生方が対応できないような木の剪定や伐採

をしてもらったり、台風で倒れた倒木を撤去してくれたりとか、そういうことを

してもらったことがあったというのを聞いたことがあります。 

地域の協力が得られるひとつの方法として、もし可能であれば企業の方にもゆ

とりがあるかどうかというのはちょっと検討しないといけないというのもありま

すけど、市の公共工事の中で「地域貢献」というものを評価するようなシステム   



12 

 

をつくることができないだろうか。協力してあげたいけど、学校が手を挙げない

からということもあるかもしれないんですが、そういう制度があるともっと学校

現場で声をかけやすくなったりするのかなと。 

今、学校現場の話ですけれども、それが地域のムラヤーの協力もあってもいい

かなと。地域もかなり年数が経ってきたので、台風があって、それを伐採して撤

去しなきゃいけないとか、あるところを整備しなきゃいけないとか、そういうも

のがあったりもするかもしれないですけど、そういった協力体制ができたりする

とうれしいかなと。 

教育委員の研修の中でそういう働き方改革の情報交換をしたりするんですが、

ある市では、市長部局と教育委員会がタッグを組んで、問題解決チーム、タスク

フォースを組織して取り組んでいますよという話もある。 

その中では、やっぱり他市町村でも目新しいような取り組みをなされています。

例えばスクールロイヤーを早期に配置したりとか、学校保健医を配置したりとか、

それで市の学校の課題解決しようとタスクフォースを組織しているというところ

ですね。 

もしかしたらうちも市長部局の担当、それから教育部の担当と働き方改革を進

めると、そういう対策チームを組織しながら、なかなか動かないこの部活動の地

域展開だとかも含めて、対策が前進できるような取り組みが進められたらすごく

いいなと思ったりします。 

とにかく先生方、やっぱり子どもたちと接することが夢で、それが自分の目標

で教員にもなったと思うんですね。そういう先生方に力が発揮できるような環境

をぜひ作ってあげられたらいいなと思います。それがまた子どもたちのためにも

なるというところであります。 

今、教育委員の研修会の中で情報交換してもどの市町村も一生懸命頑張ってる。

ところが、資料３にあるようにまだ先生方はゆとりを十分感じられていない。中

学校においては、効果的な研修が実施できているかも不安だという管理職の思い

もあります。 

本当に先生方に専門的な取り組みができるような環境を作ってあげたいという

のが現場の思いだと思います。学校現場の思いとしては、「人手が足りない、も

し人手があったら、各先生方にもゆとりを作ってあげられるのに」というのを強

く持っていると思いますので、市長部局と教育部でタッグを組んで学校の課題、

なかなか動かしにくいところを少しずつ動かしていただければと思います。 

 

議長（市長） 

はい。ありがとうございます。 

嶺井委員からは様々なご提案も含めて、最終的には ICT 改革を進めるにしても、

先生をフォローする支援員を充実させるにしてもマンパワーだというようなご提

言いただきました。ありがとうございます。 

また、桃原委員からあった教員の働き方改革を進めるためにはやっぱり役割分

担、家庭の役割、地域の役割、先生の役割、そこから確認する必要があるし、場

合によっては役割分担ではなくて責任転嫁になってないかっていうのは非常に印

象的な言葉でした。ありがとうございます。 

他にございますか。 

教育長お願いします。 
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教育長） 

各委員、市長からも部活動のお話がありましたが、受け皿がない中でどういう

工夫ができるかというと、四国の市だったんですが、例えば、教育委員会の職員

の事務分掌の中に部活動の管理をするという文言を事務分掌に盛り込んでる市も

あります。 

それともう少し踏み込んでるところは、スポーツや文化に優れた職員に対して

職務専念義務免除を出しています。例えば４時から６時までを部活動のために免

除して部活動の指導ができますよということをやっている市もあります。それを

やると、受け皿はなくても、当面の間、受け皿を作る間はその方で対応できます。 

ただ、そのためには、市長部局ですと条例の改正とか出てきますし、うちだと

公文書の改正も出てきますが、そういうことをすると、より学校の部活動の負担

を少なくしていけるかなというのもありますので、その辺をまた、市長部局と調

整をしながらやっていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

次にマンパワーについてですが、学校現場は当然マンパワーを求めてるんです

が、やはり一番のネックとなるのは財源なんです。 

うちも ICT支援員は私が来てから１人増やして３名にしましたが、年間２,００

０万円近くかかっています。特別教育支援員、学習支援も財源は一括交付金、時

限立法ですので、当初来たときは令和８年まででしたので、その中でやはり、い

かに一括交付金がなくなった後も持続させるか、というのが課題だったので、学

習支援員や特別教育支援員を縮小したり、今担当の方にも頑張ってもらって対象

児童を絞り込んで通常学級で対応できるのは通常学級でやってもらいたいという

ことで意向を示しています。 

ただ、やはり学校現場としては職員も「もっとマンパワーがあった方がいいよ

ね」ということもあると思いますが、そこの中で、先ほど桃原委員が言ったよう

に役割分担も必要です。ただ、その働き方改革の目的というのは、その時間を作

って、いかに子どもたちと接する時間を多くするかというのが目的になっていま

すので、その辺はその学校の校長にも趣旨を履き違えないでくださいという話も

しているところです。 

ですので、できる分から市長部局と調整をしながら 1つ 1つ、一挙には進めま

せんので、1つ 1つでも前に進んでいけばいいかなと思っていますのでご支援を

お願いしたいと思います。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

議題についてはこれで終了したいと思います。 

次に意見交換に移りたいと思います。 

議題以外の部分で、ご意見があればお願いいたします。 

糸数委員お願いします。 

 

糸数委員） 

先ほど教育長から先進地の紹介がありましたけれども、実は沖縄県のある地域

において２０人程度の少人数学級を実施した所があります。 

その時の先生方の反応としては、子どもたち一人一人にしっかり向き合う時間

が取れたとか、教材研究が大分深まったとか、そういう声が上がっていたんです。 
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授業の準備ができるということは子どもたちの学びに直結します。ですので、

可能であれば、少人数学級の実施とか先生方の持ち時数を減らす等の改革も必要

かなと思います。 

しかし、それをするとなると、やはり莫大な予算がかかります。これ一気に進

めることは難しいと思いますので、先ほどいろいろお話が出ていたように、優先

順位をつけながらできるところから連携してこまめに進めていくのが大事かなと

いうふうに思います。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

伊集委員お願いします。 

 

伊集委員） 

部活動の指導の件で 1つお願いします。 

先生方の中にはぜひ部活動を持ちたいという先生も結構いらっしゃいます。特

に体育科の先生は本当に専門ですので、ぜひ持ちたいという方もいらして、それ

から地域移行で先生方に部活動は持たせないというふうになってしまうと逆効果

の部分がありますので、ぜひ部活動を持ちたい先生にはもうぜひ持ってもらうよ

うなシステムを作って欲しいと思います。 

 

議長（市長） 

ありがとうございます。 

他にございますか。 

  桃原委員お願いします。 

 

桃原委員） 

メンタルヘルスケア技能の向上という視点から。 

実は私の家族も公務員時代に心の病を患いまして療養した経験があります。私

もそれを見てきた当事者の一人として感じてきたことが多くありました。 

精神疾患というものは弱い人がかかるものではなくて今や誰もがかかるリスク

があるという前提に立って制度を仕組化していく。 

具体的にどういうことかというと、その病気というのは、一旦なってしまうと

どうしても回復に時間がかかってしまう。ですから、病気になる前の未然策、予

防策を充実させていく必要があると考えています。 

例えば、不調後の対応はもちろんですが、必要な人が必要な時にいつでも使え

るというところを充実させていく。 

なぜなら、心の状態というのが周りからなかなか分かりづらい。そして、少し

の無理が積み重なって病気になっていくという過程を考えると、やはり、例えば

気になったときにそういうサポートが受けられるとか相談ができる、今後はオン

ラインで産業医と話ができるとか、夜間対応できるとか、そういった不調になっ

てというよりは「ちょっと私おかしいかも」という時に気軽に相談できるという

仕組みをぜひ教育現場だけではなくて働く人を支えるという視点で整えていただ

けたらありがたいなと思います。 
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議長（市長） 

ありがとうございます。 

  嶺井委員お願いします。 

 

嶺井委員） 

今日の議題とは少し外れるのですが、学校訪問をした時にある校長先生が学校

経営のビジョンの中で「これからの新しい時代に向けて子どもたちにそれを乗り

越えられる資質、能力を育ててあげたい」というふうに書かれていたんです。 

しっかり目指すものを示してあげた方が実感を持って勉強できるのかなと思い

ますので、市長、将来の南城市を担う子どもたちには、ぜひこんな資質、能力を

身に着けて欲しいなというのがあればのちほど教えてください。どうにかこの校

長先生の背中押してあげたいなと思います。 

 

議長（市長） 

分かりました。ありがとうございます。 

  教育長どうぞ。 

 

教育長） 

教育だけではなくてまちづくりの観点からも意見交換したいんですが、例えば

今、学校から家庭に帰っても遊び場がない、居場所がないというのがあるんです

が、地域にはコミュニティセンター、要は公民館があります。 

ただ、公民館が開いてるところがごくわずかなんです。ごくわずかなので子ど

もたちは早く帰っても公民館の周辺で遊べない。 

では、どうすればいいかというと、例えば７０ある自治会の中で公民館が子ど

もたちが帰った後でも開いていれば自然に公民館に足を運ぶ、また、お年寄りも

足を運ぶ。そういう仕組みがつくれないかなと思っています。 

やはりお金はかかるんですが、先ほど糸数委員からもあったようにボランティ

アではなくて有償ボランティア、地域の高齢者の方とか、そういう方々を活用す

れば、１日に２、３時間開ければその子どもたちの対応、もしくはお年寄りが来

てここで余暇を楽しむことによって介護施設にも行かないとか、そういうことで

医療費から考えても効果があるだろうなと思ってますので、その辺がどうなのか

ということと、今、７０自治会の中で職員がいる自治会もあれば職員がいないと

ころもあります。 

職員がいない自治会の人たちはどこに相談するのかと言えば相談の場所がない。

そこで、例えば、職員がいない自治会については市の職員を相談員として配置を

することができれば、区長なり役員の皆さんが気軽にその方を通していろんな相

談もできる。また、市の職員についてもそういうことを通して地域に貢献できる

という役割ができるので、そこはお金も使わないし、意識があれば、意欲があれ

ばできることなので、この２点について対応ができればまちづくりが相当変わっ

てくるのでその辺も含めて、市長の考え方をお聞きしたいなと思います。 

 

市長（議長） 

嶺井委員からもあった通り本当に子どもたちというのはみんな無限の可能性が

あるわけですよね。 
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それで今、世界で活躍してるスポーツ選手、あるいは文化的な活躍してる人も 

たくさんいて、そこは日本人だろうが何人だろうが関係なく、やはり子どもの頃

の出会いなり考え方が日々の積み重なりであれだけ花開くわけですよね。 

そういう意味では、今あるように限られた財源の中でどうするかというところ

ですけれども、まさに南城市はムラヤー構想で我々が育ってきたように、常にム

ラヤー、公民館に行けば誰かがいる、多世代で交流ができる、そういう所という

のは特に今の時代だからこそ大事かなと思いますし、できるだけ最小の経費で最

大の効果を出すという意味でもその地域の人材を生かす、拠点としてムラヤーも

大事かなと思います。 

そして、それと同時に先ほどあったように家庭の役割、地域の役割、学校の役

割というのをもう一度問い直す中で我々がどう子どもたちに手助けができるのか、

子どもたちの将来に対して何ができるのかというのをまさに今合併して２０年の

節目の年でもありますからこれから考えていかないとならないし、糸数委員から

あった本当は少人数学級というのが一番手っ取り早いっていうと言葉が悪いかも

しれませんけれども、できるだけ大人の目が 1人の子どもに届くっていうのが一

番早いんだろうなと思います。 

ですから、その辺は地域で、例えば子どもたちが減ってるところからできるの

かなとか、あるいはそういうような部分をどう地域の人材を生かしてできるのか

なというところをこれから様々皆様の意見を聞きながらやりたいな思っておりま

す。 

現時点で私が教育に対して具体的にこうするというのはすぐ今この場では持ち

合わせていませんけれども、ぜひとも今日のような様々な提言をいただきながら

限られた財源でできるだけ１０年後、２０年後の南城市を作っていく子どもたち

に、教育にどれだけ南城市としてできるのか、ぜひ今後も知恵を貸していただけ

ればと思います。 

 

議長（市長） 

  他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

  委員の皆様、大変貴重なご意見ありがとうございました。これで意見交換を終

わります。 

 

議長（市長） 

全議題が終わりましたので、これをもちまして令和８年度第１回南城市総合教

育会議を終了したいと思います。 

  ありがとうございました。 

 


